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10 教育費

05 社会教育費

01 社会教育総務費

生涯学習課

作　成　者：米子市５（簡略番号 ）

平成18年度 001 一般会計

当初予算

5503000000

012981

059

00

0

00

子どもの交流事業

前 年 度

0

1,7070000

1,7071,7071,7011,701

前 年 度

現計予算当初予算

歳出予算事業概要書

県支出金

9 176旅費
14 6使用料及び賃借料
19 1,525負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

交流会で発表する郷土芸能の練習、またその成果の発表会なども実施する。これらの活動
や指導者への相談・助言を通して子ども達だけでなく育成者の意識・資質の向上も図る。

１事業計画

を行う。
沖縄県読谷村との交流事業を実施する米子市子連に対して、活動の支援として補助金交付
事業計画

一環として、沖縄県読谷村と自分達が住む鳥取県・米子市についての事前学習と芸能
本補助金を活用して、米子市子連が、沖縄県読谷村との交流事業を実施する。交流活動の

④経験者がリーダーとなって小学生を引率するなど、幅広い青少年の関係が構築される。
③淀江町と米子市の子ども達及び支援する育成者も含めての親交が深まる。
　郷土に対する誇りと愛着が深まる。
②派遣に先立ち自分の住んでいる地域を相手に紹介するための事前学習を行うことで、
　能となる。
①参加した子どもたちが活動経験を活かし、各地域での活動の活性化につなげることが可
２効果

②冬交流：事業に係る経費の５割補助
①夏交流：児童に係る経費の５割補助、引率者に係る経費を全額補助
米子市子ども会に対し、事業実施に係る経費の一部を補助する。

一般財源のみ
事務事業評価の反映状況

・リーダーを中心に、子どもの活動の輪が地域全体に拡がるような事業を行うこと。
・参加児童がリーダーとしての資質を高められるような研修を行うこと。
に達成できるように、研修プログラムの充実を求めていく。

評価結果・・・効率化・改善
本事業の実施者である米子市子ども会連合会に対し、子どものリーダー養成の目的を十分
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